
   

 

抱負を述べるナスタス少佐 

 令和元年５月１０日（金）、米陸軍車力通信所で第１０ミサイル防衛中隊の指揮官交代式が執り行われました。 

航空自衛隊車力分屯基地（青森県つがる市）の運動場で開かれた交代式には、地元関係者などが来賓として招かれ、東北

防衛局から藤井真企画部長と三沢防衛事務所の古川和久所長が出席しました。 

 交代式では、初めに指揮権の証である部隊旗の受渡し式が行われ、パトリック・コステロ大佐（第３８防空砲兵旅団旅団

長）の立会いの下、前指揮官フランシス・ダルーラ少佐から新指揮官ジョン・ナスタス少佐へ部隊旗が渡されました。その

後、新旧指揮官の挨拶が行われ、ダルーラ少佐は、「関係者の皆様や隊員たちに、１年間の支援に感謝したい。地元のイベ

ント等に参加できたことは軍歴のなかで最も貴重な経験になった」と離任挨拶し、また新指揮官ナスタス少佐は、「ダルー

ラ少佐の知識と経験を受け継ぎ、誇りを持って任務を遂行していきたい」と着任に当たっての抱負を述べました。 

 交代式終了後に藤井企画部長は、ダルーラ少佐へ東北防衛局長からの感謝状を贈呈し、在任中の功績をたたえました。 

出席者一同による記念撮影 

部隊旗受渡しの様子 

藤井企画部長から局長感謝状を贈呈 

－新指揮官ジョン・ナスタス少佐が着任－ 


